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米国によるイラン革命防衛体司令官殺害を非難し、 

すべての関係者がこの危機を悪化させないよう求める 

 

世界平和アピール七人委員会 

武者小路公秀 大石芳野 小沼通二 池内了 池辺晋一郎 髙村薫 島薗進 

 

米国政府は、イラクでイラン革命防衛隊の司令官を 1 月 3 日にドローンで殺害

したと発表した。これに対してイランは報復を予告している。イラク首相は主権

侵害だとしている。 

「米国」と「イラン」の立場を置き換えたとき、米国政府と米国民は自国軍の司

令官の殺害という事態を受け入れられるだろうか。 

 

私たち世界平和アピール七人委員会は、米国によるこの殺害を非難し、この危険

な事態をさらに悪化させないよう関係するすべての国に求める。 

国連安全保障理事会のメンバー諸国は 直ちに自国の立場を明示すべきであり、

国連は速やかに総会を開いて対話による解決のためのあらゆる努力を行ってい

ただきたい。 

米国とイラン双方と友好関係にあると自任する日本政府は、直ちに米国に完全

な自制を促すべきである。 

 

日本政府は、米国が 2019 年 6 月に提案した有志連合には参加せず、海上自衛

隊の護衛艦と哨戒機を、通行する船舶の護衛を含まない「調査・研究」のために

中東に派遣すると、国会にも国民にも説明しないまま 2019 年 12 月 27 日に

決定した。 

しかし得られる情報を有志連合と共有するため、バーレーンにある米中央海軍

司令部に連絡員を派遣することが明らかになり、事態が変われば派遣目的を変

更するとされている。これでは米国に与するものとみなされてもしかたがない。

我々が 12 月 12 日に発表したアピール『自衛隊の海外派遣を常態化してはい

けない』の内容をあらためて強く求める。日本国憲法によって法的に制限された

軍事組織である自衛隊を危険地域の周辺に派遣させるべきでない。日本は非軍

事的手段による平和構築に積極的に取り組むべきである。 

 

連絡先：：http://worldpeace7.jp 
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